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実践報告
総合型地域スポーツクラブにおけるクラブ運営の取り組み
-ふくのスポーツクラブにおける指導者研修プログラムー
齋藤実1)､小澤聡2)､荒井宏和3)､守屋志保4)
A case report on management of comprehensive sport club
- The reader training program in Fukuno Sports Club -
Makoto SAITOl) , Akira KOZAWA2) , Hirokazu ARAI3) , siho MORIYA4)
1.はじめに
平成7 (1995)年から文部省(硯､文部科学省)の
指導のもとに始まった総合型地域スポーツクラブ
づくりは､平成12年(2000)年に文部省から出さ
れた｢スポーツ振興基本計画｣に｢平成22 (2010)
年までに全国の各市区町村において少なくとも1
つは総合型地域スポーツクラブを育成する｣と明
記されたことにより､現在､各市区町村において
クラブの設置が活発に行われている｡その一万で
は､旧来のスポーツシステムとのコンフリクトが
生じる､行政への依存度が高い､財源確保が困難
といった問題点や課題もあげられている｡加えて､
クラブの共通の課題としてあげられているものに
｢指導者の育成｣がある(表1)0
質の高い技術･技能を持つ指導者の確保は､ク
ラブにおいてスポーツ振興を図るために最も重要
な条件の一つであり､スポーツ活動に参加する全
ての住民に理想的なスポーツ環境を提供するため
に､指導者の指導技術向上やスポーツ医･科学的
な知識の習得などが必要とされている｡このよう
な現状を踏まえ､各クラブでは指導者養成のため
の様々取り組みが行われている｡ここでは､富山
県のふくのスポーツクラブにおける指導者養成の
取り組みについて紹介する｡
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2.ふくのスポーツクラブ
富山県福野町(硯､南砺市)は､平成8 (1996)午
度から3年間､文部省から｢総合型地域スポーツク
ラブ育成事業｣の指定を受け､それまで地区のス
ポーツ同好会やクラブを統括していた｢福野町ス
ポーツクラブ連合｣を母体とした総合型地域スポー
ツクラブを育成することとなった(表2)｡平成9
(1997)年2月に第1次会員募集､平成10 (1998)午
4月に2次会員を募集し､スポーツ少年団員の全
員加入や各種体育･スポーツ団体の加入を実現し
た｡同年11月､とやま国体の会場として建設され
た福野町体育館(現､南砺市福野体育館)を拠点施
設として､多種臼･多世代型の｢ふくのスポーツク
ラブ｣が正式に発足した｡平成14 (2002)年3月に
はNPO (特定非営利活動)法人として認証された｡
現在のクラブは､南砺市体育協会などの外部組織
メンバーを加えた理事会を持ち､運営部会､事業
部会､行事部会､広報部会によってクラブ道営が
行われている(図1)｡現在のクラブ員数は3,532名
(平成18年8月末現在)､登録指導者は39種目､
120名である｡
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表1既設総合型地域スポーツクラブの問題点と課題　　(地域スポーツ推進研究会編､ ｢スポーツクラブのすすめ｣､ 1999より作表)
昭和63 (1988)年度一
･ ｢地域スポーツクラブ連合育成事業｣指定(文部省)
･ ｢福野町スポーツクラブ連合｣設立-63クラブ(1,377名)
平成8 (1996)年度一
･ ｢総合型地域スポーツクラブ育成事業｣指定(文部省)
･ ｢福野町スポーツクラブ連合｣を母体とした総合型地域スポーツクラブの育成
平成9 (1997)年2月
･第1次会員募集
平成10 (1998)年4月
･2次会員を募集
･スポーツ少年団員の全員加入や各種体育･スポーツ団体の加入を実現
平成10 (1998)年11月
･福野町体育館(覗,南砺市福野体育館)を拠点施設として｢ふくのスポーツクラ
ブ｣が発足
平成14 (2002)年3月
･NPO (特定非営利活動)法人として認証
平成18 (2006)年4月
･南砺市福野体育館を含む福野地域1 2体育施設の指定管理者
表2　NPO法人ふくのスポーツクラブの経緯
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3.クラブの現状と課題
ふくのスポーツクラブの運営指導にあたって
は､それまでの福野町のスポーツ行政や政策の経
緯もあり､さまざまな組織や団体が有機的に関係
する組織となっている(図1)｡こうした体制を作
るのにあたり､行政やクラブ関係者がもっとも苦
労した点として､ふくのスポーツクラブの設立に
ついて調査を行った作野は､ 『｢この町にあった｣総
合型クラブの具体的な形や中身を練りしげていく
ことと､クラブに対する地域住民や既存組織･団
体の理解と協力を得ることであった｡一略-　ス
ポーツクラブ連合を組織の母体としたことで､公
民館等の多くの団体との関係作りは比較的スムー
ズに進んだものの､クラブ連合との､結びつきが
弱く競技思考の強い体育協会の協力を得るには､
かなりの時間を要したと言われている｡』と述べて
いる｡そして､この体制作りがうまくいった要凶
の一つとして､ 『クラブの前身である福野町スポー
ツクラブ連合と体育協会の協力によるイベント作
りの実績があった｡』ことをあげ､イベントの共催
がその後の連携の布石になったと述べている｡一
方で､ NPO法人化されたクラブの弱点として､組
織制度上｢運営は運営､現場は現場｣というように
メンバーとクラブ運営との距離が遠くなる可能性
を指摘している｡その解決策として主に2点をあ
げている｡
解決策1)事業内容の絶えざる見直し
●　ニーズの変化を敏感に察知して事業内
容に反映する努力を怠ってはならない
●　そのためにはメンバーと運営組織との
コミュニケーション･ルートを確保す
る必要がある｡
●　組織を階層中心ではなく､情報とコミュ
ニケーション中心に作ることである
解決策2)活動の幅を広げること
●　メンバーが主体となって､スポーツを
｢つくる｣あるいは｢支える｣とうった機
会を演出する｡
4.指導者研修プログラム実施までの経緯
このような現状のもと､クラブに加盟するス
ポーツ少年団の指導者を対象としたスポーツ医･
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図1 NPO法人ふくのスポーツクラブ組織図
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年月日 侈H586x8ｲ研修内容    
研 修 会 r貭ﾍhH15.1.18(日) 傅ﾙD韈y;,ﾈｶHｺ8ｵｨ,ﾈ孜ﾂ霄ﾘ嶌5b5X8講義                スポーツ環境づくりとコンディショニング 俎Xｶ  
テーピングの使い方､巻き方 們ｵ｢  
トレーニングメニューの提案 們ｵ｢  
クーリングダウンと身体ケア 們ｵ｢  
指 導 者 研 修 プ ロ ど フ ム 偖ﾂHNrH15.8.3(日) 侏ｸｨ,h-隶ｸﾊ馼ﾌﾈ,h呵ｷﾘ'R溢ｵｨﾙ竰講義.実技             
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t ′ヽ 午 磨 買b絣R鋳ジュニアのメンタルサポートのための スポーツ栄養学 俎Xｶ      
H16.7.12(刀) hV阨顏雲ｲ講義        
H16.12.12(H) H7ﾈｸ6x,ﾉmｩﾈ*x4ｨ98786(4ﾘｨr+x.講義           ジュニアのメンタルサポート 俎Xｶ  
ジュニア期のトレーニングと傷害予防 俎Xｶ韲ｵ｢   
子どもの能力を引き出すには 俎Xｶ韲ｵ｢   
H17.2.27(臼) 刋ﾆx,h.仄8ｵｩ|ﾘﾏﾈ2ワークショップ     連携プログラム案のプレゼンテ ション h8ﾈ5ｸ986Xｸ5h8x92   
練習効率をあげるためには (作業効率とトレーニングプログラム) 俎Xｶ  
ド 七 年 痩 買r貳ﾂ2ｲコーチングとマネジメント ｸ4h8x6(7b6h4(5ｨ6(5h8x92           
H17.12.10(日) 8*ﾘ,ﾈ5ﾈｸ686X5s#Rプロジェクト        
H18.3.19(臼) x8ｨ6ﾘ4ｨ98786(4ﾉzH/%H.講義        スポーツテストの結果と分析について 俎Xｶﾂ6h4(5ｨ6(5h8x92    
スポーツテストの結果に利用と今後課題 俎Xｶ6h4(5ｨ6(5h8x92    
表3　ふくのスポーツクラブにおける指導者研修プログラム(平成14-17年度)
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科学に関する研修会が平成15 (2003)年1月に計
画された｡これは､地域クラブの課題である｢質
の高い技術･技能を持つ指導者の確保｣と｢スポー
ツ情報の確保｣の解決策の一つとして､スポーツ
少年団が独自の予算で計画した研修会であった｡
研修は､ ｢この町にあった内容｣｢指導者のレベルに
あった内容｣ ｢指導者が今後の指導においてスキル
向上の意識が高まるような内容｣の3点を条件と
し､スポーツ少年団本部長がコーディネート役で
ある県の派遣スポーツ専門員と検討を行い､条件
に合致した講師の選定を行った｡選定された講師
に対してはこの3条件が提示され､綿密な打ち合
わせのもと第1回研修会が開催された｡
その研修会が受講者から好評だったことから､
平成15 (2003)年度からは､講習会が福野町から
クラブへの委託事業として位置づけられることと
なった｡それにあわせて､新たに福野町体育協会
とスポーツ少年団､ふくのスポーツクラブ事業部
会からなる指導者研修プログラム推進会議(以下､
プログラム推進会議)が発足した｡プログラムは､
｢指導者研修プログラム｣として計画され､研修会
で招聴した講師がスポーツ指導者養成プログラム
アドバイザーを務めた｡現在は年度ごとの事業と
して､クラブのクラブマネジャーがコーディネート
役となり､プログラム推進会議とプログラムアドバ
イザーによって研修内容の検討が行われている｡
5.指導者研修プログラムの内容と成果
指導者研修プログラムの狙いは､継続件のある
指導者の養成を行うことである｡このことから､
プログラム推進会議において､プログラムアドバ
イザーが複数年継続したコーディネートを行うこ
とと､受講者のレベルに応じて研修内容をレベル
アップさせていくことが確認されている｡
平成15年度における指導者研修プログラムは､
｢スポーツ医･科学知識の向上｣を目的としたが､
平成16年度においては､ ｢ジュニア指導の方法
論｣と｢コーチングスキル｣の研修が中心となった｡
また年度が進むにつれて､講義形式からワーク
ショップ､ディスカッションの形式を取り入れる
ように変化した(表3)｡この2年のプログラムに
よって指導者の意識に変化が現れたことから(衣
平成1 5-1 6年度指導者研修プログラムについてアンケートより抜粋
>プoグラムで印象に残ったことは 
･テーピングやストレッチングの講習は初めてだったので実践的なことがよかつたo 
･生徒たちが色々なことを学びたいと思っているのに対して､指導書が知識不足というのは最悪であるo少しでも 
多くの情報､知識を持つことが大切だと患う. 
･最新のスポーツ情報の裏側まで聞け､オリンピック選手になるまでの幼児からの指導方法やコンディショニング 
について学べたo 
･実践的で最新の情報が得られるoまた､他の競技の指導者と交流ができ､視野が広がるo 
>どのような指導者を目指すか 
･オープンマインドoまず自分の心を開いて今相手に何を伝えたいか､何を言いたいか､何を求めているのか正しく傾 
聴しリサーチできるoまた､的確なアドバイスができるo 
･ふくのスポーツクラブ､福野町スポーツ少年団の指導者に子供をまかせても安心だと言われるように､また､スポー 
ツが好きな子供たちを多く育てればと思うo 
･改めて指導者というものについて考えるいい機会になったo新しい情報に揺することができてよかつた.他競技 
の指導者と交流できてよかつたo 
･各専門のスポーツ指導もあるが､共通できる内容も数多くあると思うoその中で精神面､栄養面など保護者も取 
り込んでいきたいo 
表4　指導者研修プログラムの評価
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4) 、 3 年目のプログラムでは活動の幅を広げるた
めに、イベントの実施が企画された。
平成 17 年度において、平成 16 年度の研修プロ
グラムである「連携プログラム案のプレゼンテー
ション」のなかで、受講者から提案された「スポー
ツ少年団連携によるスポーツテスト」をイベント
として実現するために、プログラムアドバイザー
によって「スポーツテスト実施のためのワーク
ショップ」が開催された。その 1 ヶ月後にはスポー
ツクラブ加盟スポーツ少年団に所属する小学生
5 ・6年生を対象とした「第 1回ふくのスポーツ
テスト」が実施された(写真 1 ) 0 
6. ふくのスポーツテスト
第 1 回ふくのスポーツテスト(以下、スポーツ
テスト)は、クラブに加盟している 1 競技のスポー
ツ少年団の小学生 5 ・6 年生 17 名(実参加 130 名)
を対象に福野体育館において実施された(平成 17
年 12 月 10 日)。テスト項目は、スポーツテスト
実施日から約 1 ヶ月前に行われた「スポーツテス
ト実施のためのワークショップ」に参加した指導
者によって独自に検討されたものである。ワーク
ショップにおける検討の結果、体力的要素につい
ては小学校で行われている文部科学省「新体力テ
スト」を参考とすることとなった。スポーツテスト
においては、主に神経系の評価(コーデイネーショ
ン能力)を行うこととし、新体力テストの成績と
併せて評価をすることとした。
選定されたスポーツテストの評価項目は次の通
りである O
またテストの実施にあわせて、引率の保護者に
対するセミナーを実施した。このセミナーは、ス
ポーツを行う小学生の親が持つ悩みや課題などの
解決や、スポーツを行う子どもに対するサポート
についての情報提供をすることを目標として実施
された(講師にスポーツ心理学の専門家を招聴 )0
テスト実施後、テスト結果は小学校から提供さ
れた「新体力テスト」のデータとあわせて、参加者
のテスト項目別偏差値やチーム(種目)別偏 差値平
均を算出した。それらのデータをもとに、テスト
から 1 ヶ月後に行われた指導者研修において、ク
ラブ指導者間でデータ検討会が行われた。そこで
は、スポーツテスト結果の利用と今後の課題につ
いて才食言すが行われた。
この作業の実施により、少年団に所属する小学
生の情報が、全ての指導者において共有化するこ
とができた。また、スポーツテストの成績を指導
者間でデイスカッションすることにより、それぞ
れの競技種目におけるトレーニング方法や指導方
法などのナレッジの共有化も図ることができた。
スポーツクラブに参加するスポーツ少年団を対
象としたスポーツテストの実施は、指導者間の連
携の手段として効果的であり、地域スポーツクラ
ブの課題でもある指導者の育成に繋がるツールと
して有効であることが考えられる D
写真 1
2 
1)バスケ ットボール投げ‘(写真 2) :チェストパスの
距離を測定。おもに筋力とコーディネーシ ョン
能力を評価。
3 ) コーディネーション (写真 4) : 4 方向に設置され
たバーをくぐ ったり飛び越したりした時間を計
測する。連結能力や変換能力を評価。
総合型地域スポーツクラブにおけるクラブ運営の取り組み
2) 後ろ跳び(写真 3) :立ち幅跳びを後ろ方向に行う。
瞬発力とバランス能力の評価。
4 ) 5 方向走(写真5): 5 方向に全力疾走で往復する。
敏捷性を評価。
5) しっぽ取り (写真 6) :ズボンの背中側につけたひ
もを取り合う。おもに定位能力や状況判断力を
評価。
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これまでに行われた一連の研修プログラムの成
果は､前述したクラブの弱点の克服のための解決
策に繋がるものと評価できる｡研修プログラムは､
クラブ登録指導者に新たなスポーツ情報を提供
するだけでなく､研修プログラムの場が､スポー
ツクラブの弱点の解決策である｢情報とコミュニ
ケーションを中心とした組織作り｣に責献してい
るといえよう｡その成果の一つの形が､研修に参
加した指導者から発案され､組織横断的に実施さ
れたスポーツテストという｢イベント｣で表現され
ている｡スポーツテストはプログラム実行委員会
によって､平成18年度以降も実施することが決
定している｡また､市町村合併に伴い平成17年
度から福野町が南砺市となったことを受け､本研
修プログラムを｢南砺市健康･スポーツ指導者育
成事業｣として継続して実施することも了承され
ている｡
ふくのスポーツクラブでは､総合型地域スポー
ツクラブの課題の一つである指導者の育成と､ク
ラブの持つ様々な課題克服の手段を関係づけなが
ら指導者研修を実施した｡その成果として､スポー
ツテストというメンバーのボトムアップからのイ
ベントが実現し成果を上げている｡また､研修プ
ログラムの場は､指導者間のコミュニケーション･
ルートとしても清川されたことから､運営組織と
の情報交換やメンバーのニーズの吸い上げなどの
効果もあった｡総合型地域スポーツクラブの課題
解決策のツールとして､継続性をもった指導者育
成プログラムは有用と考えられる｡
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